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自らの「問い」への答えを求め、挑み続ける
壁を乗り越えた先に見えてくる景色とは

特集
1

今後、国際的な活躍が一層期待される日本の若手研究者
を表彰する「羽ばたく女性研究者賞（マリア・スクウォド
フスカ＝キュリー賞）」。第5回受賞者の黒木祐子さん、
小林天美さん、山口そのみさん、森本真里子さんの4氏に、

「挑戦」をキーワードに研究者としての歩みやこれから
の目標を聞いた。

JSTnews OCTOBER 2026

山口 そのみ
Yamaguchi Sonomi

森本 真里子
Morimoto Mariko

黒木 祐子
Kuroki Yuko

小林 天美　
Kobayashi Ami

第5回 羽ばたく女性研究者賞（マリア･スクウォドフスカ=キュリー賞）受賞者座談会
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黒木：研究者になろうという覚悟が
できたのは博士課程の頃です。それ
までは何度か専攻を変えていまし
た。最初は生命理工の授業がすごく
楽しくて、次に数学の授業にも魅了
されて、数学を学びたいと思う一方

出会い、探究心、ワクワク感
私が研究を志したきっかけは

―― はじめに、研究者を志したきっ
かけと現在の研究分野を選んだ理
由を教えてください。

で、社会とのつながりも重視したい
と考えていました。そこから最適化
理論や経営工学を学び、最終的に情
報科学こそが自分の道だと気付き
ました。そこから、機械学習の理論
という自分の「軸」と「問い」が徐々
に形成され、研究の道に進もうとい
う気持ちが固まりました。
小林：学部生の頃に受けたある授業
でインスピレーションを受けて研
究に興味を持ち、自主的にやらせて
いただけないかと先生に相談し、肺
を持つ魚の卵の中にある胚の研究
をすることになったのが最初のきっ
かけです。今の研究とはまったく異
なるテーマですが、実験をしている
うちに、次に何が起こるかわからな
い、研究のワクワク感に魅了された
ことを覚えています。皆さんも、きっ
かけになる授業はありましたか？
森本：実は子どもの頃は人の役に立
つ仕事がしたくて、医師を夢見てい

黒木 祐子／Kuroki Yuko

《最優秀賞》
マサチューセッツ大学ボストン校（米国） 数学
科 アシスタントプロフェッサー（受賞時：イン
テーザ・サンパオロ AIリサーチ（イタリア） 
データ&AIリサーチャー）。
機械学習理論とグラフマイニングの分野で、数
理理論に基づいて社会課題の解決につながる
研究に取り組む。将来的には、実験科学の研究
や実応用にも成果を生かすことを目指している。

小林 天美／Kobayashi Ami

《奨励賞》
東北大学 医学イノベーション研究所 医学創生
研究部 講師（国際卓越研究員）。
臨床医として培った経験を基盤に、神経変性
疾患や神経膠

こう

腫
しゅ

といった難病に関する分子機
構の解明と治療法開発に取り組む。基礎医学と
臨床医学を有機的に結び付けた研究に特徴が
ある。

山口 そのみ／Yamaguchi Sonomi

《奨励賞》
ダナ・ファーバーがん研究所（米国） がん免疫
学・ウイルス学部門 HFSP博士研究員。
抗ファージ防御機構とヌクレオチドシグナル研
究の分野で、RNAやヌクレオチドが細胞状態
を判断し、動きを変えていく仕組みを解明する
という、独自性の高い成果を上げている。

森本 真里子／Morimoto Mariko

《特別賞》
ノートルダム大学 化学・生化学科（米国） アシ
スタントプロフェッサー。
化学生物学と免疫学を融合させ、キメラ化合物
や糖鎖を基盤とする新しい免疫制御分子を生
み出す研究に取り組む。免疫細胞を回復させる
ことで、新しい医療への貢献を目指す。

一人で深く考える
時間を大切に。

数年単位で考え続ける
こともあります

Profiles of Researchers
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ました。でも、大学の時に留学して1
年目に取った有機化学の授業がと
ても面白かったんです。パズルのよ
うに反応を1つずつ組み合わせて誰
も作ったことのない分子を作るこ
とに夢中になって「医師よりも化学
の研究者になりたい」という新たな
夢が芽生えました。それが、有機化
学を生物学や免疫学にどのように
応用するかという現在の研究テー
マにつながっています。
山口：私はきっかけを明確には覚え
ていなくて、面白いと思うものに引
き寄せられて、気が付いたら大学院
に進んで、留学して、その結果、研究
者になったという気がします。RNA
サイレンシングという、ゲノム情報
の中でも役割を持たないように見
えるものが重要な働きをしている
という仕組みが面白くて、もっと追
究したいと思いました。小林さんは
確か臨床医もされていましたよね？
小林：学生時代は研究の日々でし
たが、医学部なのでやはり医師に
なるのが定めなのだと。ただ、神経
難病の患者さんを診る中で、治すこ
とができない自分に無力感を感じて
いました。患者さんの役に立つには、
新しい治療法を見つける必要がある
と考え、研究の道にシフトしました。

研究スタイルは各人各様
失敗や断念を念頭に取り組む

―― 普段はどのように研究を進め
ていますか？
黒木：数理的な基盤研究という分野
の特性かもしれませんが、まず自分
一人で深く考える時間を取ってい
ます。短期間ではなく、1年、2年と考
え続けることもあります。その上で、
共同研究者らの意見を聞いて、少し

ずつ進めていくのが自分のこだわ
りですね。
小林：黒木さんとは逆で、自分一人だ
と行き詰まってしまうタイプなの
で、同僚やラボの人たちとよくラン
チミーティングをします。「こうい
うアイデアがあるけど、どう思いま
すか」とコミュニケーションを取る
ことで刺激をもらっています。
山口：私も、よく同僚に「壁打ち」のよ
うに疑問をぶつけてアドバイスを
もらうことがあります。ただ、私の
研究分野は未知のたんぱく質を扱
うので、いちかばちかのところもあ
ります。だからこそ「ここまでに結
果が出なければ断念する」という分
岐点を常に意識して研究を進めて
います。
森本：私の研究も山口さんと同じよ
うな部分があるので、新しいアイデ
アを思い付いた時はまず失敗を前
提に臨むようにしています。その上
で、できるだけ早くアイデアの実現
性を探るために、どのような実験を
すべきなのかはかなり深く考えま
すね。

共同研究者とのずれに苦労も
専門性で｢世界共通言語｣得る

―― これまでの研究において、大変
だと感じたこと、逆に最もうれし
かったことは何ですか？
山口：当然ですが「これは試してみる
価値があるかも」という仮説を思い
付いて実験を進めてみても、うまく
いくという保証はどこにもありま
せん。実際に、ここ最近はうまくい
かないことが続いています。こうし
た状況を早く乗り越えられたらい
いのですが…。
小林：山口さんは謙遜されています
が、ボストン界

かい
隈
わい

では注目されてい
る研究者です。研究分野も近く、研
究者の情報などいろいろアドバイ
スを頂くこともあります。
黒木：私が大変だったのは、パート
ナーがイタリアに研究の拠点を移
すために、2人同時にポジションを
探すことになった時です。結果的に
は幸運にも職を得ることができた
だけでなく、ミラノ大学に私の研究
分野の著名な教授がいらっしゃっ

第5回　羽ばたく女性研究者賞（マリア･スクウォドフスカ＝キュリー賞）受賞者座談会

何が起こるか
予測できない

研究のワクワク感に
魅了されました
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て、共同研究もできました。
小林：共同研究者は非常に頼もしい
存在ですが、方向性がずれた時は苦
労もひとしおですよね。以前、4つの
グループと共同研究した時は大変
でした。それぞれ専門性や強みも違
うので、互いを尊重しつつWin-
Winになることを意識して、細かく
擦り合わせをすることで何とか乗
り越えることができました。
森本：私は自分の研究室を立ち上げ
る時が一番大変でした。博士研究員

（ポスドク）時代のリサーチグルー
プとの差別化や、自分にしかできな
い研究分野とは何なのか、さらに、
指導する立場としてどのように学
生を成長させるのかなど、今でも試
行錯誤ばかりですが、ようやく少し
ずつ見えてきたところですね。
山口：一番うれしかったことは、15
年以上前の論文で観察されていた
ものの説明がつかなかった現象を、
私が解いた立体構造によってうま
く説明できた時です。実験で論文と
同じ結果が出た時には、アドレナリ
ンが出ました。

小林：私は論文を書いて認められた
ことですね。それまで学会であいさ
つに行っても名前を覚えてもらえ
なかった先生方から「いい研究をし
ていますね」と声をかけていただい
た時は、頑張ってきて本当に良かっ
たと思いました。
森本：自分が開発した分子ツールが、
想定した通りの結果を出した時が
うれしかったです。機能低下した免
疫細胞の働きを抑制するたんぱく
質を分解するツールですが、初めて
患者さんの免疫細胞を使って実験
したら、たんぱく質が完全に消えた
状態になって感動しました。
黒木：そもそも、研究者であり続けら
れることは当たり前じゃないと
思っています。そうした中で、自分
なりに専門性を突き詰めていくと、
その専門性によって「世界共通言
語」を得たような気がして、それが
うれしいですね。私は英語が苦手で
すが、専門分野についてなら話も進
むし、相手も真剣に聞いてくれます。
ネットワークが世界中に広がるの
は大きな喜びです。

小林：それ、わかります。学会で1つ
の共通テーマについて話し合って
いる時は、世界とつながっている気
持ちになりますよね。

異分野連携で成果を社会還元
応募で自分を振り返る機会に

―― 研究者として、今後どんなこと
に挑戦していきたいと考えていま
すか？
黒木：これまで、自分の専門分野に近
い方とも異分野連携をやってこな
かったので、そこにチャレンジする
のが1つの目標です。数理の分野は
目に見えにくい研究も多いですが、
ニーズに合わせてデータの安全性
やアルゴリズムの保証について考
えていきたいと思っています。
山口：私は、これからも自分が面白い
と思える問いを立てて、それを突き
詰めていく道を進みたいです。これ
までは一人で実験をして一人で論
文を書くことが多かったので、黒木
さんと同じように他の研究者との
コラボレーションにも挑戦したい
ですね。
小林：RNAとたんぱく質との相互
作用を観察して、疾患や発症のメカ
ニズムを解明していきたいと考え
ています。将来的には、やはり創薬
につなげられればと思っています。
また、研究室主宰という立場になっ
たので、若い人たちに「この人の下
で研究したい、自分も将来こうなり
たい」と思ってもらえる研究者に
なっていく必要があると思ってい
ます。
森本：私も、研究室のメンバーの成長
を見守り、彼らが活躍できるステー
ジを築いていきたいです。自分の研
究に関しては、分子ツールを使った

面白い問いが
立てられるように、
目の前のことに

集中したいと思います
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さまざまな実験を進めていますが、
今後はそれを異分野の方ともやっ
ていきたいと考えています。共同研
究を通じて、成果を創薬などにも結
び付けられたらという気持ちがあ
ります。

―― 最後に、「羽ばたく女性研究者
賞」への応募を検討している研究者
に、メッセージをお願いします。
黒木：私の場合、応募のきっかけの1
つは、自分の研究分野に女性研究者
が非常に少ないことでした。自分が
応募することで、研究者という選択
肢があるということを次世代の方
に伝えていけたらと思いました。
小林：私はメンターの先生から賞の
ことを教えていただきました。応募
時はボストンにいましたが、日本で
研究室を立ち上げるにあたり、女性
の研究室主宰が少ない中で1つの
ロールモデルになれたらという思
いで応募しました。
山口：応募自体が1つの「挑戦」とい
う側面もあると思います。賞に応募
する際は、自分のこれまでの研究を

整理し、言語化する良い機会にもな
ります。
黒木：応募が、自分の歩みを振り返る
機会になりますよね。それに、受賞
すると受賞者のコミュニティーに
招待してもらう機会を頂けます。研
究者にとって、信頼できるコミュニ
ティーに出会えることも重要だと
思います。
小林：これまでの受賞者の方々と交

流できる場があるのは本当にうれ
しいですし、これから楽しみですね。
森本：私はアメリカで13年間研究を
続けてきましたが、この賞を頂けた
ことで自分の研究が日本で認めら
れたと感じ、本当に光栄でした。応
募で失うものは何もないので、ぜひ
積極的にチャレンジしてみてくだ
さい。

（TEXT：肥後紀子、PHOTO：島本絵梨佳）

　JSTは、羽ばたく女性研究者賞（マリア･
スクウォドフスカ＝キュリー賞）の募集を
10月1日（木）より開始しました。この賞は
国際的に活躍が期待される若手女性研
究者を対象に、JSTと駐日ポーランド共
和国大使館の共催で2021年度に創設さ
れました。

　ポーランドが生んだ偉大な女性研究者、
マリア･スクウォドフスカ＝キュリーが30
歳代前半での功績を認められノーベル賞
を受賞したことにちなみ、その名を冠して
おり、Early careerの女性研究者が研究
を継続し、世界に大きく羽ばたくことを応
援します。

応募期間：2026年10月1日（木）～12月10日（木）日本時間正午まで
応募条件：● �2027年4月1日時点で博士学位取得後5年程度※までの女性研究者（ポスドクを含む）、大学院生

（博士後期課程）、およびこれらに相当する者　※ライフイベント等による研究活動休止期間を勘案する
● �科学技術に関連する幅広い研究分野で研究をしている者
● �国籍：日本、居所：不問

表彰内容：�【最優秀賞（1名）】�副賞100万円、ポーランドの研究機関訪問の渡航・滞在費を支給
【奨 励 賞（2名）】副賞各50万円

https://www.jst.go.jp/diversity/researcher/mscaward/index.html

第6回 羽ばたく女性研究者賞（マリア･スクウォドフスカ＝キュリー賞）募集中

第5回　羽ばたく女性研究者賞（マリア･スクウォドフスカ＝キュリー賞）受賞者座談会

今でも試行錯誤
ばかりですが、
自分が実現したい

研究の姿が見えてきた
ところです
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小菅 敦丈
Kosuge Atsutake

東京大学 大学院工学系研究科 准教授

時間とコストを要するLSI開発を「民主化」
国際ネットワーク形成で次世代技術者育成
人工知能（AI）の急速な発展と需要拡大により、大規模集積回路（LSI）をはじめとする先端半導体技術の
開発競争が激化している。だが、LSIの設計開発は時間もコストもかかるため、大手テック企業以外は
参入が難しく、技術者育成もなかなか進んでいないのが現状だ。東京大学大学院工学系研究科の小菅敦丈
准教授は、短期間かつ低コストで誰もがLSIを開発できる「LSIの民主化」を達成することで、国内における
半導体技術開発を活性化し、若手人材を育成することを目指している。

特集
2

科学技術力の維持・向上を図るため、政策上重要な科学技術分野において、国際共同研究を通じて日本と
科学技術先進国・地域のトップ研究者同士を結び付け、日本の研究コミュニティーにおいて国際頭脳循環を
加速することを目指す。

先端国際共同研究推進事業（ASPIRE）

JSTnews OCTOBER 2026
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生成AI需要で開発競争激化
ASPIREで若手研究者育成へ

　コンピューターやスマートフォンに
使われている半導体チップは、現代社
会の暮らしや経済を支える重要な技
術であり、「産業のコメ」と呼ばれている。
半導体チップには、シリコンを材料とす
る半導体で作られたメモリーや、演算
処理を担う集積回路（IC）、大規模集積
回路（LSI）、超大規模集積回路（VLSI）
などが含まれる。これはIT機器にとど
まらず産業機械や自動車、家電製品
など幅広い製品に搭載され、社会や
人々の生活を大きく発展させてきた。
　半導体チップの開発競争は近年、
世界的に活発化している。生成AIの
急速な発展と需要拡大、IoT（モノの
インターネット）の普及、サプライ
チェーンの混乱や地政学的リスクに
備えた経済安全保障への関心の高ま
りなどが背景だ。その一方で、LSIの
設計開発は高度化・複雑化が進み、開
発コストも大幅に増加している。その
ため、リソースが限られた大学などの
研究チームがLSIの研究開発に継続
的に取り組むことは容易ではない。こ
うした中、JSTの先端国際共同研究推
進事業（ASPIRE）を活用して、半導体
チップの設計開発の効率化・省コスト
化に取り組んでいるのが、東京大学
の小菅敦丈准教授だ。
　ASPIREは、日本人の研究者が世界
トップレベルの研究ネットワークに参
画し、国際的な研究交流を通じて「国
際頭脳循環」を促進することを目的と
したプログラムである。AIや半導体、
バイオなど国が定める特定の分野に
おける最先端研究の国際ネットワー
クに日本人研究者を参画させると同
時に、それによって若手研究者を世界
で活躍できる人材へと育成していく

サイクルを作ることを目指す（図1）。
対象国・地域との国際共同研究を通し
たネットワークを形成するために、日
本側研究チームには若手研究者の海
外派遣が必須とされている。

LSI設計が高度化・複雑化
技術者不足が世界的な課題に

　小菅さんとLSIの出合いは子ども時
代だ。「小学校低学年の頃が、ちょうど
家庭用ゲーム機の黎

れいめい
明期でした。ファ

ミリーコンピュータ、ゲームボーイ、
PlayStation（プレイステーション）と
触れていく中で、その背景にある電
子部品の性能向上を肌で感じてきま
した」と話す。LSIの研究に本格的に取
り組もうと考える契機になったのは、
スマートフォンの登場だったという。
それまでのフィーチャーフォン（旧式
の携帯電話）と異なり、インターネット
につながる身近なデバイスとして普
及した。その心臓部ともいえるのが
LSIだった。
　小菅さんがASPIREプロジェクトで
主な目標として掲げているのは、「LSI
の民主化」だ。半導体製造技術の微細
化は、チップの性能向上をもたらした。
その一方で、設計ルールが極端に増
え、設計や検証に用いるPDK（プロセ
スデザインキット）ツールや、設計を効
率化・自動化するEDA（エレクトロニッ

クデザインオートメーション）ツールも
高度化して複雑になっている。
　加えて、AIプログラムなどのソフト
ウエアの開発は、P

パ イ ソ ン
ythonなどのプロ

グラミング言語を使えば中高生でも
可能だが、LSIの場合は設計するだけ
でなく、半導体チップを試作しなけれ
ばならないため、時間もコストもかか
る。1回の試作で1000万円程度かか
ることも少なくないという。
　「日本ではLSIの設計技術者が少な
くなってきており、半導体産業のボト
ルネックとなっています。その理由の
1つが、ICをテーマとした教育にお金
も時間もかかる点です」と小菅さんは
指摘する。ICを学ぶ学生の減少は日
本だけの傾向ではなく、IEEE（米国電
気電子学会）においても課題として認
識されている。
　小菅さんは、これまで高コスト故に
限られた研究者や企業しか取り組め
なかったLSI開発を、より低コストで幅
広い研究者が取り組めるものにする
ことで、イノベーションの創出を促す
と同時にIC技術者育成のハードルを
下げたいと考えている。「LSIの民主化
が進めば、AIだけではなく、量子技術
やバイオテクノロジーなどの分野と
のコラボレーションも期待できます。
さまざまな分野でのイノベーション
も起こるでしょう」と、将来性や発展可
能性について語る。

課題名　先端CMOSプロセスVLSI回路設計省力化フレームワークの構築

図1　ASPIREは、国際頭脳循環・共同研究の活発化を目的として、最先端研究の国際ネットワークへの
日本人研究者の参画促進と、若手研究者育成、コネクションの強化を通じた持続可能な国際ネットワーク
への参画・連携の土台作りを支援する。

09



超小規模の製造設備を使用
1日でIC設計とチップ試作

　ASPIREプロジェクトのアプローチ
について、小菅さんは次のように考え
ている。日本には、半導体チップ製造
の短納期化・低コスト化に強みを持つ
研究チームがあるが、設計を自動化
するEDAツールの開発力が強いとは
いえない。一方で、米国にはオープン
ソースソフトウエアのEDAツールで
ある「Open EDA」のノウハウを蓄積
している強みがある。そこでASPIRE
を通じて各国のトップ研究者による国
際頭脳循環ネットワークを形成し、そ
れぞれの強みを共有して、短納期か
つ低コストを実現する設計から製造
までを一気通貫で支えるプラット
フォームの構築を目指している（図2）。
　具体的な取り組みにおけるポイン
トの1つは、半導体チップの共通基盤
を作っておくことだ。これを基本と
して、セミカスタマイズやセミオー
ダーという形で試作していく。半導体
チップには共通して利用できる部分
が多いため、共通部分を活用すること
でコストを抑えられる。
　さらに、ミニマルファブと呼ばれる
超小規模の半導体製造設備を使うこ
とで、設計した半導体チップを短期間
で製造できるようにする。半導体チッ
プは一般に、大規模なクリーンルーム

（防
ぼうじん

塵室）で製造されるが、ミニマル
ファブでは会議室に置ける程度の小
型クリーンルームの中で製造できる。
　ミニマルファブは量産には向かな
いが、短期間で試作できるので学生
実験にも向いている。東京大学の本
郷キャンパスに設置されているミニ
マルファブは、ICを1日で設計し、1日
で半導体チップを試作できる。世界で
もまれな研究施設だという（図3）。

米国で研究者ネットワーク拡大
3カ国チームで構成要素網羅

　ASPIREプロジェクトを進めるにあ
たって、小菅さんは米国に渡る若手研
究者たちに交じって、自身も2024年
にスタンフォード大学に約1年間滞在
した。Open EDAによる設計のノウ
ハウを学ぶと同時に、ワークショップ
やイベントを積極的に開催し、研究者
ネットワークの拡大やシリコンバレー
の企業との交流促進につなげてきた。
　Open EDAは商品化されている
EDAツールと比べて利用できる機能
が限られており、メンテナンスや使い
方に独特の癖があるという。商用ツー
ルのように容易に操作できる機能が
整備されているわけではないため、
Open EDAで設計する際は操作法
の理解が必須となる。加えて、米国の
大学院生は出身国など多様なバック

グラウンドがあり、求められるサポー
トや学習環境も一様ではない。その
ため、誰もが利用しやすい環境を整備
しながらOpen EDAの活用を進める
ことが課題の1つとなっていた。スタ
ンフォード大学はこうしたハードルを
下げるためのノウハウを培ってきた。
　しかし、そのノウハウの多くは必ず
しも明文化されたりツールとして提供
されたりしているわけではなかった。

「人力で解消していくところもあり、そ
うしたノウハウは暗黙知として現場に
蓄積されていますが、論文としては
残っていません。暗黙知が巨大な集
合知となって、スタンフォード大学に
おける人材育成を支えているという
ことを実感しました」と小菅さんは振
り返る。
　小菅さんが米国に滞在していた
2024年は、AIの大規模言語モデル

（LLM）が大きく発展した時期だった。
急速に進化したAIによる自然言語処
理が、開発者が意図したことの具体化
を支援できる可能性が高まってきた。

「AIの進歩によって半導体チップ設計
開発のハードルが下がり、イノベー
ションが加速するのではないかと感じ
ています」と小菅さんは話す。実際、
研究成果としてAIを活用したOpen 
EDAの利用に関する論文を発表して
いる若手研究者もいるという。
　2025年度には、アーキテクチャ開

図2　小菅さんのASPIREプロジェクトで形成する「LSI民主化」の国際頭脳
循環ネットワーク（2023年度時点）。CGLAは、半導体チップ内で演算器とメ
モリーを近づけて配置し、データ移動を最小限にすることで消費電力を削
減するアーキテクチャ。A

アジャイルエックス

gileXは文部科学省のプロジェクトで東京大学内
に設置された革新的半導体技術の研究拠点。

図3　東京大学に設置されている半導体チップの試作装置。ICの設計・試作・
評価を一貫して迅速に実行できるので、試作期間とコストを大幅に抑えられる。

先端国際共同研究推進事業（ASPIRE）
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発を強みとするスタンフォード大学と
の共同研究に加え、メモリーやデジタ
ル回路実装に優れる韓国、アナログ
回路やセンサー回路で実績を持つ慶
應義塾大学、東京科学大学を加えて、
新たに研究チームを再編成した。そ
れぞれのノウハウを共有して、生成AI
を活用したオープンソース設計自動
化フレームワーク「ÅGI（Å*-class LSI 
Generator Infrastructure）」を開発
する方針を打ち立てた（図4）。
　日本側チームは、アーキテクチャ探
索、デジタル回路設計と3次元設計、
アナログ回路設計を担当する。米国
側チームがハードウエア記述言語の
自動生成、韓国側チームはメモリーお
よび設計最適化技術開発を担う。3カ
国チームの共同研究により、LSI開発
の構成要素を全て網羅してコスト削
減を目指す。

世界共通の課題にAIで挑む
国際交流で次世代人材を育成

　小菅さんが今回ASPIREに応募し
た背景には、日本の人材育成が停滞
しているのではないかという危機感
があったという。プログラムを通じて
スタンフォード大学やシリコンバレー
における頭脳循環を学び、そこでわ
かったのは、日本では製造分野はうま
くいっているものの、設計やソフトウ

エア開発では米国が先行していると
いう点だった。このことが次の共同研
究につながっていく。「日米それぞれ
が自分たちの研究の柱をしっかりさ
せることで、お互いをリスペクトでき
るようになり、共同研究が続けられる
ようになっていきました」。
　一方でLSIの微細化が進み、設計対
象が指数関数的に増えていくことに
よって、設計開発も難しくなっており、
スタンフォード大学ですら苦戦してい
た。さらに台湾、韓国、シンガポールで
ヒアリングした結果、これが世界共通
の課題だということもわかり、AIを活
用することで解決していくという新た
な方向性も見えてきた。
　次世代研究者を育成するという観
点では、学生間で活発な交流が行わ
れることも重要だという。同じ世代で
あれば共通する課題意識を持ちやす
く、交流を通じてそれぞれの研究室に
おける回路設計などの暗黙知を吸収
できる。

　2026年7月にはASPIREプロジェク
トの一環として、韓国科学技術院

（KAIST）、東京大学、慶應義塾大学、
東京科学大学の研究者が参加した

「KTT（KAIST-Tokyo-T
清 華 大 学
singhua）

ワークショップ」を東京大学で開催。こ
のワークショップの特徴は、企画運営
や会場の設営から昼食の手配まで、
全て学生が担ったことだ。小菅さんも
学生や若手研究者の時代に国際ワー
クショップを運営し、こうした経験を通
じて数多くの海外研究者とつながっ
てきたという（図5）。
　小菅さんらの研究により、半導体
チップの開発が加速すれば、生物や
化学などさまざまな研究分野で新た
な知見を得るサイクルも速まり、社会
の変化もさらに加速していく。小菅さ
んは、次世代の社会を担う技術者の
育成に取り組むとともに、自らもイノ
ベーションの創出を進めていきたい
と考えている。

（TEXT：本橋恵一、PHOTO：島本絵梨佳）

米国の研究者は個人主義的であるため、
異文化とのコラボレーションが多いものの、
1つのテーマに個人で取り組みます。その
ため成果が出なくても個人で解決しなくて
はならない、という一面もあります。一方、
日本を含めたアジアの研究者は同じテー
マでの共同研究型ですが、組織が硬直化し
やすい傾向があります。
それぞれの文化のいいとこ取りで、イノ
ベーションを促進させたいですね。

課題名　先端CMOSプロセスVLSI回路設計省力化フレームワークの構築

図4　小菅さんの研究プロジェクトで目指すオープンソース設計自動化フ
レームワーク「ÅGI（Å-class LSI Generator Infrastructure）」の概念。
tclはシンプルな文法を特徴とするスクリプト言語で、ここではハードウエア
記述言語として使う。RTLは半導体チップのレジスター間のデータ転送を
意識した設計のこと。

図5　2026年7月に東京大学で開催したKTTワークショップの様子。学生
さんたちと議論する小菅さん。

＊�オングストローム（100億分の1m）：原子1個の大きさに相当する長さ 11



特定の波長の光を強く散乱
見る角度による色の変化なし

　六甲山の稜
りょうせん

線を間近に臨む神戸
大学六甲台第2キャンパス。この場
所で、構造色インクをはじめとする
最先端のナノフォトニクス研究に取
り組む杉本泰准教授を訪ねた。
　かつて芸術家たちは鮮やかな色
を追い求め、自ら植物から色素を抽
出して絵の具を作った。しかし名画
も時の流れにはあらがえない。一般
的な色素は、紫外線や熱、化学反応
などによって時間とともに劣化し、ど
うしても色あせてしまう。退色という
課題に、杉本さんは全く新しいアプ
ローチで挑む。色素を使わずに、ナ
ノ粒子の光の性質を利用して半永
久的に色を保ち続ける「構造色イン
ク」を開発した。
　誰しもシャボン玉や玉虫を見たこ
とはあるだろう。あの不思議な色こ
そが構造色で、表面の微細構造や薄
膜によって光が干渉し、美しい輝き
を生む。構造色は色素に依存しない
ため、その構造が壊れない限り退色
することはないが、「玉虫色」という
言葉があるように、見る角度によって

色が変わってしまう。しかし、杉本さ
んが開発した構造色インクはナノサ
イズのケイ素を使っており、見る角
度による色の変化が極めて小さい。
　ケイ素、すなわちシリコンは地球
の地殻で2番目に多く含まれる元素
だ。安定して入手でき、ヒトへの安全
性も非常に高い。また、屈折率が非
常に高く、入ってきた光の波長を約
4分の1に圧縮する特性を持つ。シリ
コン内に取り込まれた光の波長とシ
リコンの粒径が同程度だと、特定の
波長の光を強く散乱させる現象が
起こる。これを「M

ミ ー
ie共鳴」といい、例

えば、粒径が100nm（ナノメートル、
ナノは10億分の1）のシリコンに
400nmの光を照射すると、光の波
長は100nmに圧縮され、粒径と一
致するためにMie共鳴が起き、その
波長の光が強く散乱する（図1）。

　まず一酸化ケイ素を約1500℃で
熱分解して得られたシリコンで非常
にゆがみの少ない真球を作り、密度
勾配遠心法を用いて大きさを精密
に分ける。この製造法は杉本さんの
特許技術だ。サイズのそろったシリ
コンナノ粒子は、Mie共鳴によって
粒径に応じた色を示す。また整った
球体であるため、どの角度から光が
当たっても光が透過する距離＝直径
と全て等しくなる。そのため玉虫の
ように見る角度によって色が変わる
ことはない（図2）。

市販のプリンターで印刷可能
反射光と透過光で異なる色

　ナノ粒子は凝集しやすく、凝集す
ると本来の鮮やかな発色が得られ
なくなる。そこで杉本さんは、シリコ
ンの表面を透明な二酸化シリコン
で覆い、粒子を分散させて水性アク
リル樹脂に混ぜた。ナノサイズの粒
子はプリンターのノズルを詰まらせ
ないので、市販のインクジェットプリ
ンターでそのまま利用でき、わずか
一層で鮮やかなカラー印刷に成功
した（図3（a））。ナノ粒子のサイズと

第34回

社会実装につながる研究開発現場を紹介する「イノ社会実装につながる研究開発現場を紹介する「イノ
ベ見て歩き」。第34回は、色素を使わずナノサイズのベ見て歩き」。第34回は、色素を使わずナノサイズの
シリコン粒子だけで鮮やかに発色し、半永久的に退シリコン粒子だけで鮮やかに発色し、半永久的に退
色しない「構造色インク」を開発している、神戸大学色しない「構造色インク」を開発している、神戸大学
大学院工学研究科の杉本泰准教授に話を聞いた。ス大学院工学研究科の杉本泰准教授に話を聞いた。ス
タートアップの設立やドイツの研究機関との連携なタートアップの設立やドイツの研究機関との連携な
ど、破竹の勢いで社会実装とグローバル展開を進めど、破竹の勢いで社会実装とグローバル展開を進め
ている。ている。

《 連 載 》

ナノサイズのシリコン粒子で世界を彩るナノサイズのシリコン粒子で世界を彩る
ずっと色あせない「構造色インク」開発ずっと色あせない「構造色インク」開発

図1　Mie共鳴の模式図。入ってくる光の波
長が屈折により圧縮され、その波長と粒径が
同程度の場合、光の共鳴が起こる。

神戸大学 大学院工学研究科 准教授
2024年よりD-Global研究代表者

杉本 泰
Sugimoto Hiroshi
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濃度を変えると、インクの色が変わ
り、しかも反射光と透過光でまったく
異なる色になる。透明なフィルムに
クジャクの絵を印刷して（図3（b））
スマートフォンの上に置くと、画面が
オフの状態ではクジャクの絵柄が
はっきりと見える（図3（c））。一方で、
画面がオンの状態では下からの光
が透過するため、絵柄がほぼ見えな
くなる（図3（d））。この特性を生かし
て、パスポートや紙幣などの偽造防
止技術や情報表示デバイスへの応
用が期待されている。

量産化へスタートアップ設立
化粧品・航空宇宙で反響や期待

　革新的な研究を見いだし支援
するベンチャーキャピタル「A

ア ン リ
NRI」

（東京都港区）で当時客員起業家
（Entrepreneur in Residence：EIR）
だった亀田孝裕さんとの出会いと、
JSTのディープテック・スタートアップ
国際展開プログラム（D-Global）へ
の採択が、構造色インクの社会実装
や海外への展開を加速させている。
　課題は量産化だった。研究室では
企業が求めるほど大量のシリコンナ
ノ粒子を作れない。そこで、杉本さん
らは2026年2月にN

ナ ノ レ ゾ ナ ン ス
anoResonance

（兵庫県神戸市）を設立、亀田さんが
最高経営責任者、杉本さんは最高

科学責任者に就任した。スタート
アップを後押しするD-Globalの追
加支援も活用し、塗料の技術者など
各方面に知見を持つ強力なメン
バーを集め、適材適所のチーム力で
事業を進める。杉本さんは、「私自身
の役割はコア技術の発展と、科学的
根拠に基づいて製品開発の方向性
を示すことにあります」と話す。
　一見、華々しい成功のように見え
る現状についても「何十年も前の先
輩方が脈々と研究室で積み上げて
きた、地道な基礎研究がもたらして
くれたものです」と感謝の姿勢を崩
さない。研究室運営で大切にしてい
るのは「一人一人の能力を最大限に
引き出す組織づくり」だ。30人以上
いる学生全員の研究内容だけでな
く、悩みや課題も把握し、コミュニ
ケーションを密に取っている。企業

での勤務経験がある恩師・藤井稔教
授の存在も大きい。「特許を取って
おくように、という的確なアドバイス
には本当に助けられました」と杉本
さんは振り返る。
　発色するシリコンナノ粒子は産業
界から注目されている。意外なとこ
ろでは化粧品メーカーの反響が大
きい。「ナノ粒子は全波長の光を反
射するため、日焼け止め効果があり
ます。安全であるだけでなく、ひと塗
りで美しく発色するため、つけ心地
も非常に軽い。私たちの技術から、
次世代の日焼け止めやファンデー
ションが生まれるかもしれません」と
杉本さんは語る。
　航空宇宙分野では、1m2あたりわ
ずか0.3～0.5gで塗布できる「軽い・
薄い・強い」構造色インクが、航空機
の燃費向上につながり、ひいては温
室効果ガスの削減をもたらすと強く
期待されている。2026年5月、神戸
大学はドイツの素材・材料に関する
研究機関「E

エ コ マ ッ ト
COMAT」との連携協

定を締結した。
　シリコンという身近な素材から生
まれたナノテクノロジーが、世界の
景色を大きく塗り替えていく。杉本
さんたちの挑戦から目が離せない。
（TEXT：安藤鞠、PHOTO：大林博之）

大学発新産業創出基金事業 ディープテック・スタートアップ国際展開プログラム（D-Global）
「ナノ粒子を用いた新規構造色インク・塗料の開発及び事業化推進」

図2　構造色インクと、それらで
塗装したミニカー模型。赤～黄色
はインクの見た目と塗装色が近
いが、青～紫色は大きく異なる。

「特に紫は多重散乱するとピンク
になるようで、とても興味深く、今
後の研究テーマです」（杉本さん）。

図3　構造色インクで
フィルムに印刷した
クジャク。（a）シリコン
ナノ粒子の直径と濃
度をわずかに変える
だけで色が変わる。

（b）～（d）異なる反
射色と透過色を持ち、
光を当てる方向や強
さで印刷物を消すこ
とも可能だ。
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m
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シリコンナノ粒子の直径（nm）

（c）ディスプレイOFF（b）反射 （d）ディスプレイON
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小さな貝の化石が語る人類交流の歴史
ネアンデルタール人と現生人類は価値観を共有

　現生人類ホモ・サピエンス（サピエンス）は約20万年前
にアフリカで誕生しました。サピエンスの進化を考える上
では、ユーラシアに生息して約4万年前に絶滅した、最も
近縁な人類種であるネアンデルタール人の存在は欠か
せません。DNAの分析から、ネアンデルタール人とサピ
エンスは交雑し、子孫を残していたことがわかっています
が、どのようにこの交雑がもたらされたのか、具体的な行
動は謎とされています。
　京都大学大学院理学研究科の森本直記准教授らの研究
チームは、トルコ共和国のウチャーズリII洞窟の発掘調査
で、単一の遺跡からネアンデルタール人とサピエンスの化
石を発見しました。年代測定と地質調査の結果、ネアンデ
ルタール人は約7.7万～5.9万年前、サピエンスは約5.9万
～4.7万年前のものであり、同時代に生活していた証拠が
見つかったわけではありません。しかし、石器や食物の化石
に混じって、サピエンスが装飾品としてよく用いていたこと
が知られている「アフリカタモト」という貝殻が、両方の堆

「異常トンネル効果」予言を初めて観測
最先端装置クラウドサービスで理論物理学者が実験

　日常で目にする物体の運動では、物体が自身の持つエ
ネルギーよりも高い障壁をすり抜けてしまうことはあり
ません。しかし量子力学では、原子や電子などの粒子が
障壁にぶつかる時、粒子のエネルギーが障壁より低くて
も障壁の向こう側へすり抜けて到達する「トンネル効果」
という現象が一定の確率で起こります。ダイオードやフ
ラッシュメモリーにも応用されるトンネル効果では、通常、
粒子のエネルギーが低いほど障壁をすり抜けにくくなり
ます。しかし、電気的に中性な原子気体を極低温まで冷や
した「ボース・アインシュタイン凝縮体（BEC）」を伝わる音
波では、音波のエネルギーがある値より小さくなると、逆
に障壁をすり抜けやすくなる「異常トンネル効果」が起こ
ることが20年前に予言されました。ですが、この現象は
これまで実験で観測されていませんでした。
　近畿大学理工学部の段下一平教授らの研究チームは、
米企業が提供する最先端の物理実験装置のクラウド
サービスを利用。BECをわずかに揺らすことで生じる振
動モードのエネルギーが低いほど、最もエネルギーの近

積層から見つかりました。研究チームは、多種多様な自然
物の中から、食用ではなく「役に立たないが美しい」貝殻を
選択的に収集していたことは、種を超えた価値観の共有と、
両者間の交流の可能性を示すものだとしています。
　この洞窟が位置する中東のレバントと呼ばれる地域は、約
6万年前にサピエンスがアフリカからユーラシアに本格的に
広がる際に通過した回廊地帯に当たります。この時代のサ
ピエンスの化石記録は極めて乏しいため、今回の発見はそ
の空白を埋めるものとして非常に重要です。（TEXT：中條将典）

い振動モードのエネルギーと近づくのに必要な障壁が高
くなること、つまり、より低いエネルギーを持つ振動モー
ドほど障壁を感じにくいことを確認しました。間接的に、
異常トンネル効果の影響を捉えたのです。
　異常トンネル効果は磁石などの物質でも起こると考え
られており、そのような普遍的な効果の影響が実証され
たことに本研究成果の意義があります。また、理論研究
者がクラウドサービスを利用して自ら実験するという新
たな研究スタイルを提示するものです。（TEXT：中條将典）

創発的研究支援事業
研究課題 「人類最後の共通祖先からサピエンスへの進化史」研究成果

創発的研究支援事業
研究課題 「テンソルネットワーク法と量子シミュレータで切り拓く新奇量子多体現象」研究成果

ウチャーズリII洞窟でネアンデルタール人と同じ層から出土した貝殻の
化石。非常に小さな貝に精密な加工が施されている。この貝はこれまで、
装飾品としてサピエンスだけが用いると考えられていた。

赤い丸は第1振動モード、紫色の四角は第3振動モードの実験値。紫色のひし形
は第1振動モードが、十字型は第3振動モードが最も近い固有振動モードの周波
数の値と近づく目安の障壁の高さを示す。この2点を比べると、周波数の小さい
第1振動モードの方がより高い障壁で最も近い周波数に近づくことがわかる。
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分解酵素が不要な膜だけ安全に壊す
AIや実験で活性化検証、オートファジーの理解に

　細胞には、不要な成分を膜で包んで、細胞質の中にあ
るリソソームや液胞の内部に運んで分解するオートファ
ジーと呼ばれる仕組みがあります。液胞内に運び込まれ
たこの膜構造をオートファジックボディ（AB）と呼び、酵母
では「Atg15」がABの膜を分解する酵素として知られて
います。しかし、強い脂質分解活性を持つAtg15が、なぜ
ABの外側にある液胞膜を分解しないのか、液胞内でど
のように活性化するのかはわかっていませんでした。
　東京科学大学総合研究院の堀江（川俣）朋子准教授ら
の研究チームは、たんぱく質構造予測AI「A

ア ル フ ァ フ ォ ー ル ド
lphaFold」、

分子動力学シミュレーション、酵母細胞を用いた実験、酵
素活性を測る実験を組み合わせた研究でこの活性化の
仕組みを解明。Atg15は普段、脂質を分解する機能を持
つ活性中心という部位が働いていない状態にあります
が、液胞内でたんぱく質分解酵素によりAtg15のカルボ
キシル末端（C末端）が切断されて膜へ結合すると、活性

中心が機能し始めます。C末端の切断後にもAtg15の立
体構造の変形、膜への結合の調節など何段階もの「安全
装置」が存在し、酵素が活性化すべき場所とタイミングを
制御。分解すべき膜以外を分解してしまわないよう、巧妙
な仕組みが存在していることがわかりました。
　今後、他の酵素がどのようにして不要な膜だけを安全
に壊すのかを調べることで、オートファジーや脂質代謝
の理解がさらに進むことが期待されます。また、AIとシ
ミュレーション、実験を連携させることの有効性を示す事
例としても注目されます。（TEXT：中條将典）

創発的研究支援事業
研究課題 「オートファジーの脂質コード」研究成果

（Ⅰ）多胞体によって
Atg15が液胞内に
運ばれ、（Ⅱ)アミノ
末端（N末端）、（Ⅲ）
C末端が切断され
た後、（Ⅳ）ABの膜に
結合することで赤い
丸で図示した活性
中心が開いて活性
化し、膜を構成する
脂質を分解する。

戦略的創造研究推進事業さきがけ
研究課題 「脳半球の対称性を崩す多感覚受容」
創発的研究支援事業
研究課題 「シナプス構築から探る大脳新皮質の構造原理」

研究成果

利き手が切り替わる際の脳内の仕組み解明
アセチルコリンが作用、リハビリ手法の開発にも

　ヒトは右利きと左利きに分かれており、利き手は左右の
脳の機能的な差を反映していると考えられています。左利
きを右利きに矯正する慣習は歴史的・文化的に広く見られ
ましたが、利き手が切り替わる際に脳内でどのようなメカ
ニズムが働くのかは、十分に解明されていませんでした。
　新潟大学脳研究所の岡本和樹講師と順天堂大学大学
院医学研究科の日置寛之教授らの研究チームは、マウス
が隙間の先に置かれた餌を手で取る課題を用いて個体ご
との利き手を判定。マウスに利き手を切り替える訓練を
させながら、脳内で記憶・学習・覚醒などに関わる神経伝
達物質であるアセチルコリ
ンに着目して切り替えの仕
組 み を 調 べ ました 。研 究
チームはまず、脳半球の左
右それぞれで、特定の神経
細胞を除去したり、光を用い
て神経活動を操作したりし
て、訓練する手の反対側の

脳半球へのアセチルコリンの作用が利き手の切り替えに
必要であることを実証しました。次に、生体センサーによ
る測定で、脳半球におけるアセチルコリン量の変動に左
右差があり、訓練する手の反対側で高くなることを発見。
薬剤の作用で特定の神経細胞の活動を操作することによ
り、脳半球間におけるアセチルコリン活動の一時的な左
右差が利き手の切り替えに重要であることを示しました。
　今回の成果は、利き手の切り替えを支える神経基盤の
理解に新たな知見をもたらすものです。脳の左右差形成
や運動学習の仕組みの解明のほか、利き手が使えなく
なった患者の新たなリハビリ手法の開発にもつながる可
能性があります。（TEXT：中條将典）

Atg15

(Ⅱ)(Ⅰ) (Ⅲ) (Ⅳ)

C

AB

N

N

1 2
3 (Ⅳ)

1

2
3

多胞体

N末端 C末端

液胞

（左）左利きのマウスを右利きに
切り替えさせる際、訓練する側

（右手）の反対側の脳半球の神
経細胞を除去してアセチルコリ
ンの作用を阻害すると切り替え
が起こりにくくなる。（右）実験マ
ウスにおける、訓練する手と同じ
側（右脳）および反対側（左脳）の
脳半球。μm（マイクロメートル）
は100万分の1m。

前脳
基底部

前脳
基底部

大脳皮質
運動野

大脳皮質
運動野

右手

右手

右脳 左脳

アセチルコリン
を操作

（阻害など）
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Q1 研究者を目指したきっかけは？
A1 運動3法則や量子力学に衝撃
　高校時代、物理の教科書でニュート
ンの運動3法則に出合った時、世界の
見方が一気に変わる衝撃を受けました。
単純な数式で自然界の事象を記述で
きることに、本質に迫る魅力を感じたの
です。大学進学後、科学者の伝記に触
れる中で科学者への憧れを深め、将来
の職業として意識するようになりました。
　量子力学を学んだ時の衝撃は、高
校時代の体験を上回るものでした。日
常の感覚では信じ難い現象を、この世
界を支配するルールとして精緻に記
述しているのです。感情や思い込みを
排し、論理を積み重ねて真実にたどり
着けるところに強く魅了されました。
　大学3年の頃、「もっと外の世界を
見たい」とフランスへ留学しました。
留学中にイタリアでのインターンで
初めて量子情報理論を学び、量子コ
ンピューターに興味を持ちました。帰
国後に修士号を取得し、オランダのデ
ルフト工科大学の博士課程へ進学し
ました。さまざまな方式の量子コン
ピューターの開発を目指す研究者が
世界中から集まる先進的な環境で、
半導体中の電子を用いた量子ビット
の研究に没頭しました。

Q2 現在取り組んでいる研究は？
A2 真空に浮かぶ電子を量子ビットに
　液体ヘリウムや固体ネオンの表面
近くの真空中に電子を浮かべること
ができ、「浮揚電子」と呼ばれます。こ
れを用いて、量子コンピューターの基

盤となる高性能な量子ビットを実現
する研究に取り組んでいます。量子
ビットは不純物や欠陥があるとノイズ
に乱されて量子状態を保てなくなり
ますが、真空中であれば周囲の乱れ
を大幅に抑えられます。博士課程で
半導体中の電子を研究する中、高品
質なシリコン結晶でも欠陥や不純物
は避けられず、乱れの影響を取り除く
だけで膨大な時間がかかると気付き、
真空中の電子へと関心が向くきっか
けとなりました。
　量子ビットの実現方式には超伝導
や半導体のように集積化しやすいも
のと、イオンや冷却原子のように量子
状態を長く保てるものがあります。浮
揚電子の一番の強みはその両方を兼
ね備えている点です。ただし真空中の
電子には、集積
化に不可欠な電
気的に量子状態
を計測する技術
がありませんで
した。そこで、共
振器などを用い
て量子状態を電
気的に読み出す
新しい手法を開
発しました。これ
が浮揚電子によ
る量子ビット実

現への大きな一歩となりました。
　現在は液体ヘリウムと固体ネオン
の2つの研究を並行して進めていま
すが、固体ネオンは電子位置の制御
が難しく、液体ヘリウムは表面が揺ら
ぐという課題があります。どちらの課
題を克服できるかを探るとともに、量
子ビット操作に必要な低消費電力の
低温用マイクロ波発振器の開発にも
取り組んでいます。

Q3 研究者を目指す人にメッセージを
A3 直感と異なる瞬間を楽しんで
　今いる場所・環境だけが全てだと思
わずに、外の世界へ飛び出してみてく
ださい。私自身、学部のうちにフラン
スへ留学し、イタリアでインターン、
博士課程はオランダ、博士研究員は
沖縄と、さまざまな場所で研究を続け
てきました。場所が変わるたびに視野
が広がり、それが今の研究の土台に
なっています。
　研究をしていると、予想とはまった
く異なる結果に出合うことがあります。
そんなときに大切なのは、思い込み
にとらわれず、式を一つ一つ丁寧に
追って科学的に考える姿勢です。直感
と違うからこそ面白いと思
える瞬間が、研究の一番の
醍
だい

醐
ご

味だと感じています。
（TEXT：畑邊康浩）

vol.168さきがける科学人

液体ヘリウムや固体ネオンの「浮揚電子」用い
量子コンピューターの高性能量子ビットを研究

理化学研究所 量子コンピュータ研究セン
ター 理研白眉研究チームリーダー
大阪府出身。2016年デルフト工科大学博士
課程修了。Ph.D.。沖縄科学技術大学院大学
博士研究員を経て、20年より現職。17~20
年さきがけ研究者、20年より創発研究者、
25年よりASPIRE研究者。

テニスを楽しむ休日。
ボールの運動は物
理法則に従うはずで
すが、その初期条件

（私のスイング）の
制御は難しいです。

最新号・バックナンバー

液体ヘリウムや固体
ネオンを保持する真
空容器。内部で電子
の量子状態を操作す
る実験をしています。

OCTOBER 2026

川上 恵里加
Kawakami Erika

創発的研究支援事業 「ヘリウム表面上の電子を用いた量子ビットの実現」
先端国際共同研究推進事業（ASPIRE） 「固体ネオン上の浮揚電子を用いたスピン量子ビットの実現」
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